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第３章  

本市の主な災害対策 
≪市民防災マニュアルより（大阪市危機管理室）≫ 

 

１．大阪市防災・減災条例 

～ 自助・共助・公助で命を守る ～ 

 

（市民防災マニュアルより引用） 

 

 

 

 

 

〇 大阪市防災・減災条例を制定しました【大阪市 HP】 

  http://www.city.osaka.lg.jp/kikikanrishitsu/page/0000291154.html 

 

http://www.city.osaka.lg.jp/kikikanrishitsu/page/0000291154.html
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２．大阪市の防災計画 

 

  （市民防災マニュアルより引用） 

 

 

 

 

 

 

 

●避難情報が見直されました!! 

 「平成 30年７月豪雨」の際、多くの自治体で“避難勧告等が発令されましたが、自宅にとどまるなど避難

しなかったことにより、多数の人の尊い命が失われました。これを受け、「避難情報」を住民が直感的に行

動できる表現に変更し、警戒レベル５段階を取り入れることとなりました。 

 

 

                       （市民防災マニュアルより引用） 

 

 

○ 大阪市地域防災計画 <共通編・対策編>【大阪市ＨＰ】（令和４年４月） 

  http://www.city.osaka.lg.jp/kikikanrishitsu/page/0000011958.html  

○ 大阪市地域防災計画＜資料編＞【大阪市ＨＰ】（令和４年４月） 

  http://www.city.osaka.lg.jp/kikikanrishitsu/page/0000042642.html  

 

http://www.city.osaka.lg.jp/kikikanrishitsu/page/0000011958.html
http://www.city.osaka.lg.jp/kikikanrishitsu/page/0000042642.html
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●大阪市からの避難情報について 

 大阪市では、防災スピーカーや携帯電話・スマートフォンへの緊急速報メールなどにより、必要な場合に

避難情報を発令します。 

 

 

（「市民防災マニュアル」より引用） 

●特別警報について 

 特別警報は、「東日本大震災」や「伊勢湾台風」などに匹敵する大規模な災害が予想される場合に気象

庁から発表されます。 

  

 

 

 

 

 

（「市民防災マニュアル」より引用） 

〈特別警報が発表されたら〉 

 〇 尋常でない大雨などが予想されています。 

 〇 重大な災害が起こる可能性が非常に高まっています。 

 〇 ただちに命を守る行動をとってください。                  
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●全国瞬時警報システム（Jアラート）からのお知らせ 

 弾道ミサイルが日本に飛来する可能性がある場合、Jアラートシステムにより、国から地方公共団体

を通じてミサイル発射の警報が瞬時に伝達されます。特に大阪に落下する可能性があると判断される

場合は、屋内避難の呼びかけがあります。 

 具体的な取組としては、武力攻撃がなされたことについて携帯電話にエリアメール・緊急速報メー

ルでの伝達、防災スピーカーを通じてサイレンと音声による情報の伝達を行います。（大阪市HPより） 

〇 大阪市防災行政無線システム【大阪市 HP】 

 https://www.city.osaka.lg.jp/kikikanrishitsu/page/0000011830.html 

〇 災害への備え（大阪市の備蓄体制） 

  https://www.city.osaka.lg.jp/kikikanrishitsu/page/0000388272.html 

★ 防災ポータルサイト（私たちの防災） 

 https://www.city.osaka.lg.jp/kikikanrishitsu/page/0000104403.html 

https://www.city.osaka.lg.jp/kikikanrishitsu/page/0000011830.html
https://www.city.osaka.lg.jp/kikikanrishitsu/page/0000388272.html
https://www.city.osaka.lg.jp/kikikanrishitsu/page/0000104403.html
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●資料● 避難所・避難施設・ボランティア活動 

 大阪市域の地形は、比較的平坦であるため、津波や河川氾濫から身を守るためには少しでも早く「高

い」場所に避難する必要があります。大阪市では、津波浸水や河川氾濫による浸水のおそれのある22区

（天王寺区・阿倍野区以外）を対象に、丈夫で高さのある建物を「津波避難ビル」「水害時避難ビル」として

指定を進めています。 

 

 

 

                 （市民防災マニュアルより引用） 
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ボランティア活動 

阪神大震災では、ボランティアによる支援

活動に注目が集まりました。 

大阪市では昭和 57（1987）年に設立さ

れた大阪市ボランティアセンターや各区ボラ

ンティアビューローに登録した人たち、また、

それ以外の人々によって被災地や南港に設

けられた一時避難所等で支援活動が行わ

れました。 

被災地では、こうべ市民福祉交流センタ

ー（神戸市中央区）での支援物資の仕分け・

搬出作業が行われ、ボランティアセンターか

らは延べ 1361人が派遣されていました。 

 また、大阪市内ではインテックス大阪に設

けられた一時避難所やフェリーを用いた休

息所での食事の準備などに従事していまし

た。 

大阪市にボランティア登録した人は平成７

年３月末の時点で 1 万 8034 名でしたが、

そのうち震災ボランティアとして登録した人

は 3149 名とその関心が高かったことがう

かがえます。 

（H26年度常設展示目録_大阪市公文書館 

「大阪の災害～復興と防災のあゆみ」より引用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（市民防災マニュアルより引用） 

 

 


